
《別添－１》 形状調査



形状調査
平成16年度調査で抽出された主な変状箇所を定点観測地点として設定し、変状箇所の状況確認及び変状幅や変位量を計測することで、その後の

経年変化を定性的および定量的に把握するため調査を行っています。

計測例

間隔を計測

●定点変状幅調査

現地に設置している基準ピンと間隔測定用ピンの間隔
をメジャーにより簡易計測することで、経年的な変状幅
を定量的に把握しています。

基準ピン

間隔測定
用ピン

現地に設置している基準ピン単独の水平方向の位置及び鉛直方向の高さを計測することで、経年的な変

位量を定量的に把握しています。

＜水平方向の位置計測＞ ＜鉛直方向の高さ計測＞

変位量

高
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変
位
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●定点変位量調査

変位量

X方向の変位

Y方
向

の
変

位

基準ピン

計測例

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

吉
野
川

吉
野
川

植
石

コ
ン
ク

リ
ー

ト

植
石
コ

ン
ク
リ

ー
ト

植
石
コ

ン
ク

リ
ー
ト

植
石
コ

ン
ク
リ

ー
ト

植
石

コ
ン
ク

リ
ー

ト

植
石
コ
ン

ク
リ

ー
ト

植
石

コ
ン
ク

リ
ー

ト

植
石

コ
ン

ク
リ
ー

ト

植
石

コ
ン

ク
リ
ー

ト

植
石

コ
ン
ク

リ
ー

ト

植
石
コ

ン
ク

リ
ー
ト 中

空
三

角
ブ
ロ

ッ
ク

中空三角ブロック

六
脚

ブ
ロ

ッ
ク

六
脚
ブ

ロ
ッ

ク

六
脚
ブ

ロ
ッ

ク

六
脚
ブ

ロ
ッ
ク

六
脚

ブ
ロ

ッ
ク

六
脚

ブ
ロ
ッ

ク

六
脚
ブ
ロ

ッ
ク

六脚ブロック

六
脚
ブ

ロ
ッ

ク

六
脚
ブ

ロ
ッ

ク

六
脚
ブ

ロ
ッ
ク

六
脚

ブ
ロ
ッ

ク

六
脚
ブ

ロ
ッ

ク

六
脚
ブ

ロ
ッ
ク

六
脚
テ
ト

ラ

六
脚
テ

ト
ラ六

脚
ブ

ロ
ッ

ク

中空三角ブロック

練
石

張

練
石
張

練
石
張

練
石

張

（
2ｔ

）

（
1ｔ

）

（
1ｔ

）
中

空
三
角

ブ
ロ

ッ
ク

（
1ｔ

）
中
空

三
角

ブ
ロ
ッ

ク

六
脚
ブ
ロ
ッ
ク（

1ｔ
）

練
石
張

（
2ｔ

）

（
2ｔ

）

（
2ｔ

）

（
2ｔ

）

（
1ｔ

）

（
4ｔ

）

（
2ｔ

）

（
2ｔ

）

（
2ｔ

）

（
4ｔ

）

（
4ｔ

）

（
4ｔ

）

（
1ｔ

）

（
1ｔ

）

1

2

3
5

6

7
8

15

91011

12 1314

16

17

18

14 /6 00

14/400

14 /2 00

14 /000

13 /8 00

13 /600

13 /8 00

14 /0 00

14 /2 00

14 /400

23 /200

8. 865

23 /2 00

8. 014

23 /000

8.843

23/000

14. 068

13. 980

13. 633

14. 099

13.338

13.300

13. 924

13.618

14. 000

14.180

7. 0

6.6

6. 7

7.0

7. 5

7.4

6. 8

6.4

19.6

13. 8

14. 1

10. 5

8.0

7.9

ジ
ャ

カ
ゴ

床
固

床
固

床
固

床

固

床
固

床

固

捨
石

捨
石

捨
石

捨

石

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー ト
ブ
ロ

ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト
ブ

ロ
ッ

ク

グ ラウンド

養 鶏 場

Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ

機
側

装
置

ＣＣＴＶ機 側装置

第十堰水位観測所（ロ ガー記録計 ）

第
十

堰
水

位
観

測
所

（
観

測
位

置
）

佐 藤塚 樋門

第
十

堰

吉

野

川

旧

吉

野

藍 里 病 院

天
満

神
社

第十新田 警報局

県
道

土
成

・
徳 島

線

主
要

地 方
道 徳

島
・ 吉

野
線

藍
畑

阿 わ じ 方

野 神 元

小 塚 原

西 黒 田

佐 野 塚

第 十

新 田

出 口

第 十 新 田

上 板 町

石
井

町

徳 島 市

6.181

6. 160

9. 415

9. 156

8. 919

15/600

8. 912

9. 035

24/130

24 /1 30

14 /6 00

14 /8 00

15 /0 00

15/200

15/400

24 /000

23 /8 00

23 /600

23 /4 00

15/400

15/200

15 /0 00

14 /8 00

23/400

23 /6 00

23/800

24 /0 00

15 /6 00

15/800

6/000

13.710

14.079

14.409

14. 093

14. 349

15.742

15. 351

4. 863

14.293

15. 112

14. 916

15. 492

15. 591

ジ
ャ

カ
ゴ

ジ
ャ

カ
ゴ

床 固

床
固

床 固

床 固

床 固

捨

石

捨
石

捨
石

捨
石

捨
石

捨

石

捨
石

捨

石

捨 石

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン
ク
リ

ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

（水 路工 事 中） （水 路工 事中 ）

（ 建設 中）

第十さく らづつみ公園

ＣＣＴＶ機側装置

ＣＣＴＶ機側装置

Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ

機
側

装
置

Ｃ ＣＴＶ機側装置

神
宮
入

江
川

樋
門

旧 吉野川自記 量水標

第
十
樋
門

第 十水位観測 所（観測 位置）

第

十

堰

神
宮

入
江

川
排
水

樋
門

徳
島

市
水

道
取

水
塔

南

部

幹
線

旧
吉

野
川

吉
野

川

神

新神宮入江川排水 機場

神 宮入江川排水機場

徳島市水道 局第十浄 水場

佐野塚 揚水機場

当部神 社

大山 祇神社

水
資
源

開
発
公

団
第

十
樋

門
水

位
観

測
所

王子神社

八 幡神社

第
十
水

位
観

測
所

（
観

測
局

舎
）

上
板

町
第
十

水
防

倉
庫

樋
門

橋

県
道

土
成

・
徳

島
線

県
道

板
野

・
川

島
線

主 要 地 方 道 徳 島 ・ 吉 野 線

県
道

第
十

・
白

鳥
線

第 十

第 十 新 田

中

佐 藤 塚

板 野 町

板 町

調査箇所位置図
定点位置図

【凡例】
●：定点計測地点
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形状調査（定点変状幅調査）
(1)定点変状幅調査

調査は、変状を挟むように設置した測量ピンの間隔をメジャーにより簡易計測することで、経年変化を定量的に観測するとともに、変状箇所の観察や写真撮影を行い、定
性的に把握しました。

また、変状箇所に対する大きな変化は確認されず、過年度の変状幅と比べても計測箇所全体として大きな変化は認められませんでした。
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【凡例】
●：定点計測地点
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平成23年度結果 平成27年度結果 差分 平成23年度結果 平成27年度結果 差分

番号 内容 ﾋﾟﾝ間隔(cm) ﾋﾟﾝ間隔(cm) (cm) 番号 内容 ﾋﾟﾝ間隔(cm) ﾋﾟﾝ間隔(cm) (cm)

1 ｺﾝｸﾘｰﾄ枠沈下 50 50 0 10 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ隙間 50 50 0

2 ｺﾝｸﾘｰﾄ枠沈下 50 50 0 11 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ沈下 50 50 0

3 植石ｺﾝｸﾘｰﾄｸﾗｯｸ 50 50 0 12 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ隙間 50 50 0

4 植石ｺﾝｸﾘｰﾄｸﾗｯｸ 50 50 0 13 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ沈下 50 50 0

5 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ隙間 50 50 0 14 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ隙間 50 50 0

6 ｺﾝｸﾘｰﾄ枠隙間 50 50 0 15 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ破損 100 100 0

7 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ隙間 50 50 0 16 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ破損 50 50 0

8 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ破損 50 50 0 17 植石ｺﾝｸﾘｰﾄｸﾗｯｸ 50 50 0

9 植石ｺﾝｸﾘｰﾄ沈下 50 50 0 18 ｺﾝｸﾘｰﾄ枠隙間 50 50 0

地点地点



形状調査（定点変状幅調査）
(1)定点変状幅調査
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形状調査（定点変状幅調査）
(1)定点変状幅調査
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形状調査（定点変位量調査）

№5
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(2)定点変位量調査

定点観測地点に設置した基準ピンについて、ピン単独の水平方向及び鉛直方向の変位量を計測しました。計測の結果、過年度の変位量と比べても大きな変化は認めら
れませんでした。
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No.4
基準ピン周辺のコンクリート版
が部分損傷の進行により沈下

沈下量 4.1cm



形状調査（定点変位量調査）
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(2)定点変位量調査

定点観測地点に設置した基準ピンについて、ピン単独の水平方向及び鉛直方向の変位量を計測しました。計測の結果、過年度の変位量と比べても大きな変化は認めら
れませんでした。
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形状調査（定点変位量調査）
(2)定点変位量調査

定点観測地点に設置した基準ピンについて、ピン単独の水平方向及び鉛直方向の変位量を計測しました。計測の結果、過年度の変位量と比べても大きな変化は認めら
れませんでした。
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